
●
免
除
の
種
類

　

全
額
免
除
と
一
部
納
付
（
４
分
の

１
・
半
額
・
４
分
の
３
納
付
）
が
あ
り

ま
す
。免
除
に
は
申
請
が
必
要
で
す
。

●
対
象
者
（
申
請
者
本
人
の
ほ
か
、

配
偶
者
・
世
帯
主
の
所
得
も
審
査
の

対
象
）

①
前
年
所
得
が
少
な
い
人
（
所
得
の

め
や
す
は
表
を
参
照
く
だ
さ
い
）

②
平
成
23
年
度
以
降
に
失
業
・
倒
産
な

ど
に
あ
っ
た
こ
と
を
確
認
で
き
る
人

③
障
が
い
者
ま
た
は
寡
婦
で
、
前
年

所
得
が
１
２
５
万
円
以
下
の
人

　

若
年
者
（
30
歳
未
満
）
が
保
険
料

免
除
制
度
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き

ず
、
将
来
、
年
金
を
受
け
取
れ
な
く

な
る
こ
と
を
防
止
す
る
た
め
、
申
請

に
よ
り
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ

れ
、
後
払
い
が
で
き
る
制
度
で
す
。

●
対
象
者
（
申
請
者
本
人
と
、
配
偶

者
が
所
得
審
査
の
対
象
）

①
前
年
所
得
が
少
な
い
人
（
所
得
の

め
や
す
は
表
を
参
照
く
だ
さ
い
）

②
平
成
23
年
度
以
降
に
失
業
・
倒
産
な

ど
に
あ
っ
た
こ
と
を
確
認
で
き
る
人

③
障
が
い
者
ま
た
は
寡
婦
で
、
前
年

所
得
が
１
２
５
万
円
以
下
の
人

世帯構成
保険料免除制度 若年者

（30歳未満）
納付猶予制度全額

免除
4分の 1
納付

半額
納付

4分の３
納付

3人扶養
夫婦・子２人 162 230 282 335 162

1 人扶養
夫婦のみ 92 142 195 247 92

扶養なし
単身世帯 57 93 141 189 57

（単位：万円）世帯構成別の所得のめやす

国民年金保険料の
納付に困ったときは…
　経済的な理由などで、保険料の納
付が困難な場合は「保険料免除制度」
や「若年者納付猶予制度」により、
納付の免除・猶予ができます。

■問い合わせ
市役所 保険年金課 　
☎23-1111（内線 133）
八郷総合支所 市民窓口課
☎ 43-1111（内線 1128）

平
成
24
年
度

　

地
籍
調
査
事
業

総
社
Ｉ
地
区
を
調
査

　

今
年
度
は
、
総
社
Ⅰ
地
区
（
図
の
太
線
内
）
を
調
査
し
ま
す
。

　

国
土
調
査
法
に
基
づ
い
て
測
量
を
行
い
、
現
地
と
一
致
す
る
正
確
な
地

図
（
地
籍
図
）
と
簿
冊
（
地
籍
簿
）
を
作
成
し
ま
す
。

※
土
地
の
境
界
立
会
い
を
行
う
場
合
に
は
、事
前
に
文
書
で
通
知
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　
　

地
籍
調
査
課

　
　
　
　
　
　
　
　

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
４
８
６
）

保
険
料
免
除
制
度

追
納
を
す
す
め
ま
す

若
年
者
納
付
猶
予
制
度

未満
30歳

※免除・猶予を受けず、保険料が未
納で障がいや死亡といった不慮の事
態が発生した場合は、障害・遺族基
礎年金が受けられないことがあるの
で注意ください。
※学生は対象外です。学生納付特例
制度を利用ください。

　

免
除
・
猶
予
期
間
の
保
険
料
は
、

後
日
納
付
（
追
納
）
す
る
こ
と
で
、

老
齢
基
礎
年
金
は
満
額
に
近
づ
き
ま

す
。
承
認
期
間
か
ら
10
年
以
内
で
あ

れ
ば
、
保
険
料
を
追
納
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

た
だ
し
、
免
除
・
猶
予
期
間
の
翌

年
度
か
ら
起
算
し
て
３
年
度
目
以
降

に
納
め
る
場
合
、
追
納
の
保
険
料
は

当
時
の
保
険
料
額
に
一
定
の
加
算
額

が
上
乗
せ
に
な
り
ま
す
。
早
め
の
追

納
を
す
す
め
ま
す
。

　

保
険
料
免
除
、
若
年
者
納
付
猶

予
の
承
認
期
間
は
７
月
か
ら
翌
年

６
月
ま
で
で
す
。

総社 I 地区 ■

区域図
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4 月差押件数
不動産 4 件
預金 24 件

所得税
還付金 107 件

給与 1 件
合計 136 件

本年度累計 136 件

市
役
所 

収
納
対
策
課

◎
夜
間
納
税
相
談
・
納
付
受
付
◎

毎
週
水
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）

午
後
５
時
15
分
～
午
後
７
時

◎
休
日
納
税
相
談
・
納
付
受
付
◎

毎
週
土
曜
日
（
年
末
年
始
を
除
く
）

午
前
９
時
～
午
後
４
時

問
い
合
わ
せ　

収
納
対
策
課

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
１
１
２
）

固
定
資
産
の

　
　

評
価
を
見
直
し
ま
す

　

本
年
度
は
、
３
年
に
１
度
、
土
地
・

家
屋
の
固
定
資
産
の
評
価
を
見
直
す

「
評
価
替
え
」
の
年
で
す
。

■
「
評
価
替
え
」
と
は
？

　

３
年
ご
と
に
行
う
固
定
資
産
の
評

価
の
見
直
し
の
こ
と
を「
評
価
替
え
」

と
い
い
ま
す
。

　

景
気
の
変
動
な
ど
に
応
じ
て
、
固

定
資
産
の
価
格
は
変
動
し
ま
す
。
そ

の
た
め
、
固
定
資
産
の
「
適
正
な
時

価
」
か
ら
、
課
税
額
を
算
出
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

本
来
な
ら
ば
、
毎
年
評
価
の
見
直

し
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
も
と
に
課

税
を
行
う
の
が
理
想
的
で
す
。
し
か

し
、
膨
大
な
数
の
土
地
・
家
屋
を
毎

年
見
直
す
こ
と
は
実
務
的
に
不
可
能

で
す
。課
税
事
務
の
簡
素
化
を
図
り
、

コ
ス
ト
を
最
小
限

に
抑
え
る
た
め
、

３
年
ご
と
に
評
価

の
見
直
し
を
行
っ

て
い
ま
す
。

■
対
象
と
な
る
固
定
資
産
は
？

　

土
地
お
よ
び
家
屋
で
す
。

※
事
業
用
資
産
で
あ
る
償
却
資
産
は

対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

■
評
価
替
え
っ
て
具
体
的
に
ど
う
す

る
の
？

・
土
地
（
宅
地
）
の
評
価
替
え
の
場
合

　

地
価
公
示
価
格
や
不
動
産
鑑
定
評

価
な
ど
の
公
的
価
格
の
７
割
を
目
途

に
評
価
額
を
設
定
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

土
地
（
宅
地
）
の
評
価
方
法
に
は
、

次
の
種
類
が
あ
り
ま
す
。

①
市
街
地
宅
地
評
価
法
（
路
線
価
評

価
方
式
）

※
主
に
市
街
地
的
形
態
を
形
成
す
る

地
区
に
採
用
。

　

主
要
な
街
路
（
路
線
）
ご
と
に
、

そ
の
街
路
に
沿
設
す
る
標
準
的
な
宅

地
１
㎡
当
り
の
適
正
な
時
価
に
基
づ

く
価
格
（
路
線
価
）
を
付
設
し
ま
す
。

今
回
、
新
た
に
柿
岡
地
区
に
路
線
価

評
価
方
式
が
採
用
さ
れ
ま
し
た
。

②
そ
の
他
の
宅
地
評
価
法
（
標
準
宅

地
比
準
方
式
）

※
主
に
市
街
地
的
形
態
を
形
成
す
る

に
至
ら
な
い
地
区
に
採
用
。

　

宅
地
の
沿
接
す
る
道
路
の
状
況
、

公
共
施
設
等
の
接
近
状
況
お
よ
び
家

屋
の
疎
密
度
、
利
用
上
の
便
な
ど
が

概お
お
むね

類
似
す
る
地
区
ご
と
に
区
分
、

選
定
し
た
標
準
的
な
宅
地
の
評
点
数

を
付
設
し
ま
す
。

・
家
屋
の
評
価
替
え
の
場
合

　

家
屋
の
評
価
額
は
、
建
築
時
の
国

の
「
固
定
資
産
評
価
基
準
」
に
よ
り

評
価
額
を
算
出
し
ま
す
。
そ
の
後
の

評
価
替
え
で
は
左
の
計
算
式
を
適
用

し
ま
す
。

※
算
出
さ
れ
た
評
価
額
が
前
年
度
の

価
格
を
超
え
る
場
合
に
は
評
価
額
は

据
え
置
き
、
下
回
っ
た
場
合
に
は
そ

の
価
格
が
新
評
価
額
と
な
り
ま
す
。

■
震
災
被
害
を
受
け
た
家
屋
の
評
価

は
？

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
、
被
災
し

た
家
屋
に
つ
い
て
は
、
次
表
の
損
耗

残
価
率
を
適
用
し
て
評
価
替
え
を

行
っ
て
い
ま
す
。

・
計
算
例　
（
※
５
参
照
）

　

左
の
計
算
式
に
右
の
損
耗
残
価
率

を
掛
け
ま
す
。（
木
造
住
宅
で
新
築
か

ら
15
年
経
過
し
、
半
壊
の
被
災
を
受

け
た
場
合
で
、
算
出
さ
れ
た
評
価
額

が
前
年
度
価
格
を
下
回
っ
た
場
合
）

暮
ら
し
の
中
の

　
　だ
よ
り

税

市税の納付は、安心・便利な口座振替で！

計算式
固定資産税評価額＝再

※ 1

建築価格
× 補

※ 2

正率× 1
※3

点単価× 経
※ 4

年減
点補正率

被
害
認
定

損
耗
残
価
率

　
（
り
災
証
明
の

　

  

損
害
割
合
に

　

  

よ
る
）

地
震

液
状
化

全
壊

40
％

25
％

大
規
模
半
壊

55
％

30
％

半
壊

75
％

45
％

一
部
損
壊

98
％

98
％

問い合わせ　
税務課
☎ 23-1111
    （内線 175）

※１ 再建築価格…評価の時
点で全く同一の家屋を建築し
た場合にいくらで建築できる
かという金額
※２ 補正率…前評価替えか
ら新評価替えにおける建築物
価の伸び率
※３ １点単価…家屋の評価
額を算出するうえでの単価
※４ 経年減点補正率…建築
時から評価替えまでの経過年
数に対する減価率

※
再
建
築
価
格
に
掛
け
る
補
正
率
な

ど
は
、
再
建
築
価
格
や
構
造
・
用
途

等
に
よ
り
各
々
異
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

再建築価格 1,000 万円
×

補正率 0.99
×

一点単価 0.99
×

経年減点補正率 0.43
×

半壊の損耗残価率 0.75
＝

固定資産評価額
316 万 822 円

※ 5【震災被害を受けた
　　         家屋の評価計算例】
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油
性
マ
ー
カ
ー
で
描
い
た
作
品
展
と

　
　
　

　
　
　
　
　
　音
楽
の
仲
間
た
ち

生涯学習課

時
憶記
の

シリーズ 79

☎43-1111（内線1233）

ま
ち
か
ど
情
報
セ
ン
タ
ー
ニ
ュ
ー
ス

開
館
時
間
：
午
前
10
時
～
午
後
７
時　

休
館
日
：
木
曜
日

　

石
岡
市
国
府
３
─１
─16　
　

問
い
合
わ
せ　

☎
２
７
・
５
１
７
１

駐
車
場
は
、
ま
ち
か
ど
情
報
セ

ン
タ
ー
駐
車
場
（
向
か
い
側
）・

臨
時
駐
車
場
（
土
橋
通
り
）
を

利
用
く
だ
さ
い
。

わ
ん
に
ゃ
ん
キ
ッ
ズ（
育
児
サ
ー
ク
ル
）参
加
者
募
集

日
時　

毎
月
第
３
土
曜
日 

　
　
　

午
前
11
時
～
午
後
３
時

場
所　

香
丸
・
中
町
・
御
幸
通
り
の
参
加
店
前
、
ま

ち
か
ど
情
報
セ
ン
タ
ー

　

中
心
街
の
店
先
を
借
り
て
、
趣
味
の
手
作
り
品
、

園
芸
品
な
ど
を
展
示
販
売
。
新
鮮
野
菜
の
Ｋ
マ
ル

シ
ェ
参
加
。
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
も
大
歓
迎
。

※
参
加
者
募
集
中
で
す
。
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

「
サ
ン
ド
市
」
　

   

　今
月
は
16
日
（
土
）開
催
！

 

第
サ
ン
・
ド
曜
日
の
市

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
中

　

ま
ち
か
ど
情
報
セ
ン
タ
ー
で
は
、
来
館
者
の
接

待
や
簡
単
な
事
務
、
ま
た
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
手

伝
っ
て
く
れ
る
人
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

ま
ち
を
歩
い
て
、
出
会
っ
て
、

          

美
味
し
い
物
を
食
べ
て
元
気
に
な
る

 

★
６
月
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
★　

　

折
り
紙
教
室　

23
日
（
土
）
午
後
１
時
30
分
～

　

育
児
サ
ー
ク
ル
（
わ
ん
に
ゃ
ん
キ
ッ
ズ
）

　
　
　
　
　
　

   

毎
週
火
曜
日　

午
前
10
時
30
分
～

　

心
と
体
の
健
康
相
談
／
お
し
ゃ
べ
り
交
流
会

 　

                  　
毎
週
水
曜
日　

午
前
10
時
～

　

日
本
語
教
室　

 

毎
週
金
曜
日　

午
前
10
時
～

　

ち
り
め
ん
小
物  

第
１
、３
土
曜
日   

午
後
１
時
～

　日
時　

６
月
24
日
（
日
）
午
後
2
時
～　

　

木
戸
銭　

５
０
０
円

　場
所　

ま
ち
か
ど
情
報
セ
ン
タ
ー

　出
演　

柳
家 

小こ
ふ
く蝠

　

ま
ち
か
ど
寄
席

民
具
整
理
業
務
の
成
果
⑤

　

昨
年
、
教
育
委
員
会
が
整
理
し
た

市
所
蔵
の
民
具
の
中
か
ら
今
回
は
、

お
菓
子
の
木
型
を
紹
介
し
ま
す
。（
写

真
１
）

　

型
は
１
枚
だ
け
の
も
の
と
２
枚
で

一
対
に
な
っ
て
い
る
も
の
が
あ
り
ま

す
。
２
枚
一
対
の
も
の
は
、
型
が
う

ま
く
噛
み
合
う
よ
う
に
工
夫
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
全
体
的

に
筍

た
け
の
こや

き
つ
ね
の
嫁
入
り
な
ど
お
め

で
た
い
も
の
が
多
く
、
お
祝
い
用
に

作
ら
れ
た
お
菓
子
の
木
型
で
あ
っ
た

と
思
わ
れ
ま
す
。

　

と
り
わ
け
、

目
を
引
く
の

が
「
征
露
記

念
」
と
彫
ら

れ
て
い
る
型

で
す
。（
図
１
）

お
そ
ら
く
、

こ
れ
は
日
露

戦
争
の
勝
利

を
祝
っ
て
作

ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
、
こ
の
木
型

が
使
用
さ
れ
た
年
代
が
少
な
く
と
も

明
治
時
代
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
が

分
か
り
ま
す
。
日
露
戦
争
は
幕
末
か

ら
明
治
維
新
を
経
て
、
近
代
化
を
目

指
し
た
日
本
が
初
め
て
欧
米
列

強
に
勝
利
し
た
戦
い
で
し
た
。
こ
れ

は
八
郷
地
区
で
使
わ
れ
て
い
た
木
型

で
す
が
、
東
京
か
ら
離
れ
た
一
集
落

で
も
こ
の
よ
う
な
菓
子
が
配
ら
れ
て

い
た（
も
し
く
は
販
売
さ
れ
て
い
た
）

こ
と
か
ら
、
こ
の
戦
争
が
い
か
に
日

本
人
に
と
っ
て
イ
ン
パ
ク
ト
の
大
き

い
も
の
で
あ
っ
た
か
が
伝
わ
っ
て
き

ま
す
。

    

日
時　

６
月
10
日
（
日
）
午
後
２
時
～

　場
所　

ま
ち
か
ど
情
報
セ
ン
タ
ー

　出
演

　は
ー
と
ふ
る
ビ
レ
ッ
ジ

　活
動
場
所　

ま
ち
か
ど
情
報
セ
ン
タ
ー

　日
時　

毎
週
火
曜
日　

午
前
10
時
30
分
～

　対
象　

未
就
園
児
（
0
～
4
歳
）

　

マ
マ
ど
う
し
の
情
報
交
換
で
悩
み
を
解
消
、
出
前
保
育
、
外

遊
び
、
季
節
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
み
ん
な
で
企
画
し
ま
す
。

お
菓
子
の
木
型

マ
ー
カ
ー
絵
画
展

　

日
時　

６
月
３
日
（
日
）
～
６
月
10
日
（
日
）

絵
地
図
師
・
散
歩
屋

髙
橋  

美
江
さ
ん
の
「
ま
ち
歩
き
と
絵
地
図
」
講
座

　

全
国
２
０
０
か
所
以
上
の
絵
地
図
を
作
成
し
た
「
絵
地
図

の
第
一
人
者
」
美
江
さ
ん
が
、
独
自
に
編
み
出
し
た
「
お
散

歩
的
民
俗
学
」
の
目
線
で
歩
く
ま
ち
歩
き
が
人
気
。

　
「
ま
ち
を
面
白
が
っ
て
」　

石
岡
を
再
発
見
し
よ
う
！

　

日
時　

６
月
23
日
（
土
）
午
後
１
時
～
講
演
と
ま
ち
歩
き

　

場
所　

ま
ち
か
ど
情
報
セ
ン
タ
ー

　

参
加
費　

１
０
０
０
円

コ
ン
サ
ー
ト

写真 1

図 1
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要
予
約



図
書
館
つ
う
し
ん

■ 

問
い
合
わ
せ　

石
岡
市
立
中
央
図
書
館 

中
央
図
書
館 

２
階
視
聴
覚
室

《
６
月
の
お
は
な
し
玉
手
箱
》

・
２
日
（
土
）
午
前
10
時
30
分
〜

《
６
月
の
お
は
な
し
会
》

・
16
日
（
土
）
午
前
10
時
30
分
〜

中
央
公
民
館 

和
室

《
６
月
の
お
は
な
し
フ
レ
ン
ズ
》

・
９
日
（
土
）
午
後
２
時
30
分
〜

◎
対
象
は
、
幼
児
か
ら
小
学
校
中

学
年
程
度
で
す
。
時
間
は
い
ず
れ
も

30
分
程
度
で
す
。興
味
の
あ
る
人
は
、

お
出
で
く
だ
さ
い
。

☎
２
４
・
１
５
０
７

《
ベ
ス
ト
リ
ー
ダ
》

　

平
成
23
年
４
月
か
ら
平
成
24
年
３

月
ま
で
の
１
年
間
の
、
Ｃ
Ｄ
と
Ｄ
Ｖ

Ｄ
の
人
気
ベ
ス
ト
10
で
す
。

●
Ｄ
Ｖ
Ｄ

１
位 

小
説
吉
田
学
校       　

27
回

２
位 

ミ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
リ
バ
ー
26
回

３
位 

劒
岳
―
点
の
記
、
ナ
イ
ト 

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム　
　

  　
　

各
25
回

５
位 

ア
リ
ス
・
イ
ン
・
ワ
ン
ダ
ー

ラ
ン
ド
、
綾
小
路
き
み
ま
ろ 

第
３

集　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

各
24
回

【休　館　日】

   4・ 11
 18・25
 28

６  月 ７ 月
  2・   9
16・17
23・26
30

《
新
着
図
書
》

●
一
般
図
書

・
鬼
が
泣
く              

富
樫 

倫
太
郎

・
長
嶋
少
年              

ね
じ
め 

正
一

・
気
分
上
々                     

森 

絵
都

・
散
り
椿                         

葉
室 

麟

・
王
様
ゲ
ー
ム
滅
亡
６
・
11 

　
　
　
　
　
　
　

    　

  

金
沢 

伸
明

・
池
上
彰
の
や
さ
し
い
経
済
学　
　

　
　
　
　

             　
　
　

池
上 

彰

※
他
に
も
多
数
の
新
着
図
書
が
あ
り

ま
す
。
ぜ
ひ
、
利
用
く
だ
さ
い
。

●ＣＤ
１位 いきものばかり ～メンバーズ BEST セ
レクション～　いきものがかり           23 回
２位 綾小路きみまろ爆笑スーパーライブ
　第 1・2 集　綾小路きみまろ           20 回
３位 綾小路きみまろ爆笑スーパーライブ
　第 4 集　綾小路きみまろ                   19 回
４位 いままでのＡ面、Ｂ面ですと !?　
　ＧＲｅｅｅｅＮ                        　　   17 回
５位 夢がかなううた、 
胸キュン 90's                                   各 16回
7 位 スタジオジブリの歌、
石岡ばやし土橋獅子舞保存会・三村はやし、
石岡ばやし土橋獅子舞・染谷はやし、
ayaka's History 2006-2009　絢香、
テレサ・テン―愛をうたう　テレサ・テン、
.LOVE more（ドットラブモア） 、
.LOVE （ドットラブ）、
Mr.Children 1996-2000　Mr.Children          
　　　　　　　　　　　　　　　　 各 15 回

７
位 

ヴ
ィ
ヨ
ン
の
妻
―
桜
桃
と
た

ん
ぽ
ぽ
、
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
・
バ
ト

ン
―
数
奇
な
人
生
、
綾
小
路
き
み
ま

ろ 

第
２
集　
　
　
　
　
　

  

各
23
回

10
位 

最
高
の
人
生
の
見
つ
け
方
、

魔
法
に
か
け
ら
れ
て
、
学
校
、
パ
イ

レ
ー
ツ
・
オ
ブ
・
カ
リ
ビ
ア
ン
―
ワ
ー

ル
ド
・
エ
ン
ド
、
し
あ
わ
せ
の
隠
れ

場
所
、
硫
黄
島
か
ら
の
手
紙
、
ア
バ

タ
ー
、
綾
小
路
き
み
ま
ろ 

新
ネ
タ

成
分　
　
　
　
　
　
　
　
　

各
22
回

　

市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
で

は
、
東
日
本
大
震
災
復
興
支
援
の
一

環
と
し
て
『
エ
ク
レ
ー
ル
・
お
菓
子

放
浪
記
』の
上
映
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
天
涯
孤
独
な
孤
児
の
少

年
が
、
多
く
の
人
の
支
え
を
受
け
な

が
ら
、
未
来
に
向
け
て
精
一
杯
生
き

抜
く
原
作
者 

西
村
滋
さ
ん
の
自
伝
小

説
を
映
画
化
し
た
作
品
で
す
。
ま
た
、

撮
影
地
の
中
心
と
な
っ
た
宮
城
県
石

巻
市
は
、
津
波
に
よ
り
撮
影
時
の
情

景
は
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
上
映
会
で
は
、
入
場
券
１

枚
に
つ
き
30
円
を
、
東
日
本
大
震
災

復
興
支
援
の
義
援
金
と
し
て
、
県
社

会
福
祉
協
議
会
に
寄
付
さ
れ
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

【
主
な
出
演
者
】

・
吉
井
一
肇
・
早
織
・
い
し
だ
あ
ゆ
み

・
遠
藤
憲
一
・
高
橋
惠
子
・
林
隆
三

【
日
時
】
６
月
24
日
（
日
）

・
昼
の
部　

午
後
２
時
〜

・
夜
の
部　

  

〃  

６
時
30
分
〜

【
会
場
】
石
岡
市
民
会
館 

大
ホ
ー
ル

【
入
場
券
（
全
席
自
由
）】

・
大
人 

前
売
り　

       

１
０
０
０
円

　
　
　

 

当
日　

 　

     

１
５
０
０
円

・
小
・
中
・
高
生　
　
　

８
０
０
円

＊
未
就
学
児
は
無
料

【
チ
ケ
ッ
ト
取
り
扱
い
場
所
】

・
ま
ち
か
ど
情
報
セ
ン
タ
ー

・
石
岡
市
民
会
館
（
当
日
券
の
み
）

■ 

問
い
合
わ
せ

　
　
　
　

 （
午
前
10
時
〜
午
後
４
時
）

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
（
平
日
）

　

☎
２
３
・
９
２
９
１

・
ま
ち
か
ど
情
報
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
（
木
曜
日
を
除
く
）

　

☎
２
７
・
５
１
７
１　

６
月
24
日 

東
日
本
大
震
災
復
興
支
援 

映
画
上
映
会

『
エ
ク
レ
ー
ル
・
お
菓
子
放
浪
記
』
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生
活
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

生
活
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　
「
簡
単
に
で
き
る
サ
イ
ド
ビ
ジ
ネ

ス
は
な
い
も
の
か
」
と
思
っ
た
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
新
聞
の
折
り
込

み
や
タ
ウ
ン
誌
で
、
こ
ん
な
広
告
を

見
か
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

■
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー（
市
役
所
内
）

　

月
〜
金
曜
日
（
祝
日
除
く
）

　

午
前
10
時
〜
正
午

　

午
後
１
時
〜
４
時
30
分

　

☎
２
２
・
２
９
５
０

サ
イ
ド
ビ
ジ
ネ
ス
を
考
え
て
い
る

　

あ
な
た
に
危
険
が
！

市
民
意
識
調
査
結
果
報
告
パ
ー
ト
Ⅲ　

日
時　

６
月
14
日
（
木
）・
28
日
（
木
）

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
（
要
予
約
）

場
所　

市
役
所
１
階 

相
談
室

■
問
い
合
わ
せ
・
相
談
予
約
先

　

企
画
課 

男
女
共
同
参
画
担
当  

  　

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
２
２
２
）

午後1時30分
～4時

女性のための
 困りごと相談

　

離
婚
・
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
・
家

庭
の
悩
み
な
ど
、
女
性
の
抱
え
る

様
々
な
問
題
や
悩
み
な
ど
に
つ
い

て
、
専
門
の
相
談
員
が
、
相
談
者
が

自
ら
の
力
で
解
決
で
き
る
よ
う
に
支

援
し
ま
す
。【
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
】

　

男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
市
民
意
識

の
向
上
と
動
向
を
把
握
す
る
た
め
に
実

施
し
た
「
市
民
意
識
調
査
」
の
結
果
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

最
終
回

携帯電話があれば誰でもできる！
未経験者、高齢者、主婦、女性が
活躍中♪
・職種：インターネットサービス
・内容：メールの受付、データ入力
・時間：フリーシフト制
　　　　     （好きな時間を選択）
・時給：1500 円（日払い可能）

　

好
き
な
時
間
に
仕
事
が
で
き
て
時

給
が
高
額
だ
と
、
魅
力
的
に
見
え

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。「
応
募
し
て

み
よ
う
か
な
」
と
思
っ
た
あ
な
た
。

ち
ょ
っ
と
待
っ
て
！
こ
ん
な
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
。

《
事
例
》
応
募
す
る
と
、
身
分
証
明
書

と
免
許
証
の
コ
ピ
ー
を
フ
ァ
ッ
ク
ス

す
る
よ
う
に
言
わ
れ
、
送
信
後
「
採

用
決
定
」
を
告
げ
ら
れ
た
。
た
だ
し
、

前
金
40
万
円
を
支
払
う
こ
と
が
条
件
。

高
額
な
費
用
は
払
え
な
い
と
伝
え
る

と
、
業
者
の
態
度
は
一
変
、
個
人
情

報
を
握
っ
て
い
る
か
ら
何
で
も
で
き

る
と
脅
さ
れ
た
。
40
万
円
を
送
金
し

た
後
も
必
要
経
費
と
し
て
次
々
に
金

銭
を
要
求
さ
れ
、
仕
事
ら
し
い
仕
事

も
な
く
多
額
の
借
金
だ
け
が
残
っ
た
。

《
ア
ド
バ
イ
ス
》

・
仕
事
の
説
明
を
受
け
、
サ
イ
ド
ビ

ジ
ス
と
し
て
成
立
す
る
か
冷
静
に
判

断
す
る
こ
と

・
多
額
の
費
用
を
要
求
さ
れ
た
時
は

安
易
に
契
約
を
し
な
い
こ
と

・
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
現
金
化
や

借
金
を
し
て
、
現
金
を
作
ら
な
い
こ

と・
身
分
証
明
書
や
免
許
証
、
保
険
証

な
ど
個
人
情
報
が
わ
か
る
も
の
な
ど

は
、
安
易
に
手
渡
さ
な
い
こ
と

「共同参画」
というネーミング
でなく、だれもが一
目で理解できるもの
にしてはいかがか。
（女・40 歳代）

基本的には男女平
等だとは思っておりませ
ん。男女関係無く，その人
の気持ちの持ちようでどう
にでもなると思います。
( 男・20 歳代 )

フルタイムで仕事
をしていても、祖父母に
子供を預けているため，常
に不安であり、仕事に充実
感をもてない。
（女・30 歳代）

平成 18 年４月
から男女共同参画条
例を施行している事は
申し訳ありませんが全く
知りませんでした。もっ
と広報とか役所などの
掲示板で知らせては。
（男・60 歳代）

仕事に関する
ことで言えば男でし
か出来ないこともあり、
女性でなければ出来ない
こともある。そのような
仕事まで男女共同参画と
無理に合わせることは
無いと思う。
（男・70 歳代）

幼い小学校位から男
女共に起業に対する意識を
高め、義務教育から方針を変え
ていく方向性を持つべきだと思
います。茨城では女性の起業家
が非常に少ないようです。
（女・50 歳代）

　今回の市民意識調査の結果および石岡市男女共同参画審議会で
の意見を、平成 25年度から実施する「石岡市男女共同参画基本
計画・後期実施計画」に反映させていきたいと考えています。

  

男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て
、

　
　
　
　
　
　

  

ど
う
思
い
ま
す
か
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か
が
や

き
の　
未来を拓

ひら

く　男 ひと
と
女 ひ
と



府　

中　

山
口　

文
子

暖
か
き
部
屋
に
活
く
れ
ば
芽
吹
き

そ
む
桃
の
蕾
の
い
と
愛
ら
し
く

井　

関　

田
口　

房
子

待
ち
待
ち
て
春
の
日
差
し
に
開
き

た
る
水
仙
ゆ
ら
し
西
風
つ
よ
し

北
府
中　

梶
山
サ
ヨ
子

初
曾
孫
腕か

ひ
なに

抱い
だ

き
う
れ
し
か
り
な

に
夢
み
し
か
ほ
ほ
ゑ
み
て
を
り

東
光
台　

内
田
千
代
子

日
常
の
続
く
は
幸
と
大
津
波
受
け

た
る
人
の
言
葉
に
学
ぶ

井　

関　

木
間
塚
具
子

震
災
の
屋
根
の
修
理
が
終
え
た
日
に

待
ち
に
待
ち
た
り
つ
ば
め
二
羽
来
る

柴　

内　

羽
生　
　

俊

庭
い
っ
ぱ
い
に
福
島
の
子
達
遊
ぶ

な
り
廃
校
の
今
は
市
の
里
山
学
校

山　

崎　

鈴
木　

君
江

日
脚
伸
び
身
も
軽
く
心
弾
み
つ
つ

あ
れ
を
こ
れ
を
と
仕
事
見
え
く
る

東
成
井　

小
島　

せ
ん

若
き
ら
の
野
菜
炒
め
る
音
の
し
て

バ
タ
ー
の
香
り
吾
れ
を
包
め
り

山　

崎　

荒
井　

幸
子

凄
ま
じ
き
嵐
幾
度
も
耐
へ
抜
き
て

櫻
咲
き
満
つ
照
ら
ふ
愛
ほ
し

　

見
捨
て
ら
れ
た
城

　
　
　
　
　
　
　
　
　

打
田　

昇
三

　

天
正
十
五
年
、
ほ
ぼ
西
国
を
制
覇

し
た
豊
臣
秀
吉
は
三
年
後
に
北
条
氏

の
小
田
原
城
を
囲
み
三
か
月
で
落
と

し
た
。
そ
の
際
に
関
東
・
東
北
の
武

士
団
に
「
小
田
原
参
集
」
を
命
じ
た

の
だ
が
来
な
か
っ
た
者
も
多
い
。
秀

吉
は
常
陸
国
を
除
く
関
東
を
徳
川
家

康
に
任
せ
、
東
北
に
侵
攻
し
て
「
不

参
組
」
を
滅
ぼ
し
た
。
家
康
は
各
国

に
武
将
を
配
置
し
て
治
め
さ
せ
た
け

れ
ど
も
常
陸
国
だ
け
は
手
を
出
す
こ

と
が
で
き
な
い
。

　

秀
吉
と
家
康
に
見
放
さ
れ
た
常
陸

国
は
、
県
北
の
太
田
城
に
居
た
佐
竹

義
重
・
義
宣
父
子
に
任
さ
れ
た
こ
と

に
な
り
「
不
参
組
」
は
佐
竹
の
一
存

で
滅
ぼ
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
江

戸
重
通
は
佐
竹
に
同
行
し
て
小
田
原

へ
行
っ
た
の
だ
が
本
来
は
北
条
方
で

あ
り
、
水
戸
城
を
欲
し
い
佐
竹
の
策

謀
で
天
正
十
八
年
十
二
月
二
十
日
に

攻
め
落
と
さ
れ
た
。

　

そ
の
三
日
後
に
佐
竹
の
重
臣
た
ち

は
「
こ
の
勢
い
を
も
っ
て
府
中
城
を

落
と
そ
う
」
と
決
め
た
。
府
中
城
に

居
た
大だ

い
じ
ょ
う

掾
氏
は
当
主
の
清
幹
が
少
年

で
あ
り
、
重
臣
た
ち
は
対
応
が
決
め

ら
れ
な
か
っ
た
。
清
幹
は
自
ら
竹

原
に
出
陣
し
て
佐
竹
を
迎
撃
し
た

石　

岡　

外
川
な
を
み

暁
の
月
玲
瓏
と
澄
み
わ
た
り
空
仰

ぎ
い
て
平
穏
祈
る 部　

原　

久
保
田
好
子

明
日
よ
り
今
日
見
に
行
こ
う
桜
か
な

若　

松　

城
下　
　

稔

た
ま
さ
か
に
訪
ふ
古
里
の
菜
種
梅
雨

東
光
台　

森　
　

政
枝

天
の
扉
の
開
く
音
し
て
さ
く
ら
咲
く

茨　

城　

伊
藤　
　

誠

陽
光
を
浴
び
て
満
開
花
光
る

若　

宮　

今
川　

武
男

満
開
の
桜
に
酔
い
て
昭
和
歌

大
谷
津　

海
老
澤
明
子

サ
イ
タ
サ
イ
タ
遠
い
声
す
る
さ
く
ら

み
ち

下　

林　

桜
井　

衛
人

観
音
の
庭
に
行
く
春
惜
し
み
け
り

瓦　

谷　

萩
原　

梨
郷

我
が
余
生
使
ひ
切
ら
ざ
る
昭
和
の
日

山　

崎　

荒
井　

栗
山

囀
り
の
森
の
奥
な
り
薬
師
堂

瓦　

谷　

石
田
誠
一
郎

新
緑
の
溢
る
る
丘
に
立
ち
つ
く
す

文
芸
い
し
お
か

●
石
岡
大
正
琴
愛
好
会

・
大
正
琴
初
心
者
講
座

　
　
　
　
　
～
受
講
者
募
集
～

【
日
時
】６
月
16
日（
土
）・
29
日（
金
）、

７
月
７
日
（
土
）・
21
日
（
土
）　 

午
後
１
時
30
分
～

【
場
所
】 

府
中
地
区
公
民
館

【
受
講
料
】
無
料

※
貸
琴
が
あ
り
ま
す
の
で
、
気
軽
に

参
加
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　
　
　

　

沖
田 

☎
２
４
・
０
５
８
８

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

●
や
さ
と
読
書
会

・
文
学
散
歩

【
期
日
】
７
月
４
日
（
水
）

【
場
所
】結
城
市（
蕪
村
句
碑
め
ぐ
り
・

結
城
紬
体
験
ほ
か
）

【
参
加
費
】
２
千
円
程
度

・
定
例
会

【
日
時
】
毎
月
第
４
水
曜
日

午
前
９
時
30
分
～
午
後
０
時
30
分

【
場
所
】
中
央
公
民
館

※
興
味
の
あ
る
人
は
、
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

佐
藤 

☎
４
３
・
１
４
６
３

俳　
　

句

短　
　

歌

文
化
協
会
だ
よ
り

　
　

俚　
　

謡　総　

社　

鈴
木　

虚
心

霧
が
や
さ
し
く　

包
ん
で
く
れ
る

　

春
は
朝
寝
の　

筑
波
山

東
石
岡　

惣
野
代
英
子

乙
女
心
が　

夢
見
る
よ
う
に

　

花
も
微ほ

ほ
え笑

む　

紅
桜　
　
　
　
　

   

国　

府　

大
西　

和
子

咲
い
た
桜
に　

両
手
を
合
わ
せ

　

残
る
視
力
に　

焼
き
つ
け
る

石
岡　

貝
泉
庵
八
十
路

梅
は
四
分
咲
き　

桜
は
つ
ぼ
み

　

被
災
引
き
ず
る　

偕
楽
園

府　

中　

小
川
野　

蛙

厄
を
背
負
っ
て　

ゆ
っ
く
り
下
る

　

川
に
五
色
の　

流
し
雛

国　

府　

坂
下　

蜻
蛉

粕か
す

が
効
い
て
る　

奈
良
漬
け
食
べ
て

　

紅
が
差
し
た
よ　

君
の
顔

下　

林　

加
藤　

弥
生

母
は
何
処
と　

波
打
ち
際
を

　

探
す
家
族
の　

口
惜
し
さ

柿　

岡　

鈴
木
千
代
子

春
は
さ
ま
ざ
ま　

涙
と
笑
い

　

左
遷
栄
転　

悔
い
も
あ
る

下　

林　

額
賀　

力
江

母
の
意
見
を　

斜
め
に
聞
い
て

　

悟
る
遅
さ
に　

悔
い
る
日
々

国　

府　

篠
原
美
千
代

人
目
ひ
く
よ
な　

花
で
は
な
い
が

　

咲
い
て
清
楚
な　

山
桜

市
民
ず
い
ひ
つ

が
、敗
れ
て
府
中
城
に
立
て
籠
っ
た
。

二
十
三
日
、
佐
竹
勢
は
風
上
に
火
を

放
っ
て
一
気
に
攻
め
寄
せ
府
中
城
を

落
と
し
た
。
大
掾
氏
は
「
不
参
組
」

で
あ
っ
た
。

２１　 広報いしおか 6 月 1 日号  №１６０
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わが家の
アイドル

優秀賞
「大みそ日に見た花火」
濱野　芽生（小桜小2年）

最優秀賞
「おかし作り」

西連地　志織（南小3年）

最優秀賞
「みんなで楽しいお正月」
佐久間　星来（杉並小2年）

優秀賞
「ケーキ作り」

川津　瑛美（石岡小4年）

優秀賞
「お正月」

小松﨑　拓馬（関川小3年）

低学年

優秀賞
「かぞくでふくわらい」
加藤　花菜（杉並小1年）

中学年

小池　尊
たける

ちゃん（５歳２か月）　

　　　　　　　　　　　　　高浜
チビッコだけど元気いっぱいの尊。
その笑顔にいつも癒されてます。
パパとママから　強く、たくましく
育ってね。

優秀賞
「たのしいおしょくじ」
中村　開（南小1年）

優秀賞
「初もうででピース」
西山　恭平（府中小3年）

平
成
23
年
度

「
家
庭
の
日
」
図
画
コ
ン
ク
ー
ル

美
術
館

参
加
者
募
集
！

ホ
タ
ル
鑑
賞
会  

〜
幻
想
的
な
光
の
夜
を
体
験
〜

　

豊
か
な
自
然
が
残
る
八
郷
地
区
の

朝
日
里
山
学
校
で
、
ホ
タ
ル
鑑
賞
会

を
開
催
し
ま
す
。
申
し
込
み
の
う
え

参
加
く
だ
さ
い
。

＊
期
日 

６
月
16
日
（
土
）

＊
受
付
時
間 

午
後
６
時
〜
６
時
30
分

※
雨
天
時
、
翌
週
土
曜
日
に
延
期
。

開
催
決
定
は
当
日
午
後
３
時
。

＊
場
所 

朝
日
里
山
学
校

＊
参
加
費 

７
０
０
円
（
夕
食
の
手

打
ち
そ
ば
代
を
含
む
）

＊
募
集
人
員 

35
名

＊
当
日
の
お
す
す
め 

希
望
に
よ
り
、

新
タ
マ
ネ
ギ
の
収
穫
（
１
玉
50
円
）

が
で
き
ま
す
。

※
第
２
回
は
、
７
月
７
月
（
土
）
に

同
じ
内
容
で
開
催
し
ま
す
。
こ
の
日

の
お
す
す
め
は
ジ
ャ
ガ
イ
モ
掘
り
！

（
一
株
１
０
０
円
）

＊
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

朝
日
里
山
学
校　

☎
５
１
・３
１
１
７

※学年は旧学年（平成23年度）敬称略で掲載しています。

●問い合わせ　秘書広聴課
　☎23-1111（内線213）

美
術
館

小
学
生
の
部

　わが家のアイドル
（小学生未満）を募集
しています！お子さん
の成長の記念にいかが
ですか？
　掲載を希望する人
は、秘書広聴課へ連絡
ください。


